
敦賀市教育委員会では、平成２８年４月より全市的に「小中一貫教育」を進め、小・中学校の先生方が学びの「つな
がり」を意識し、「つまずき」をなくすための授業づくりに取り組んできました。家庭・地域の皆様のご協力もいただきなが
ら、本市の子どもたちは着実に力をつけてきています。今年度の調査結果についてお知らせします。

教科に関する調査の結果

【全国学力・学習状況調査について】

児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図ること、
学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てることを目的として、小学
6年生・中学3年生を対象に実施されています。

本調査の結果は、学校における教育活動の一側面ではありますが、この結果を今後の授業改善に
生かしていきます。

・令和７年４月１７日実施
・小学６年生 国語・算数・理科
・中学３年生 国語・数学・理科
※理科は４月１４日～１７日で実施
調査問題はこちら

知

小学校 中学校

国語 算数 理科 国語 数学 理科※

敦賀市 68 59 60 54 50 522

全国 66.8 58.0 57.1 54.3 48.3 503
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小学６年生は、３教科とも平均正答率で全国平均を上回りました。中学３年生は、国語が全国平均とほぼ同じ、
数学・理科では上回る結果となりました。

※IRTスコアで表記
IRTスコアとは、項目応答理論
（Item Response Theory：IRT）に基

づいて、個人の学力や能力を推
定した得点です。500点を基準値

とし、この理論に沿って難易度の
異なる各設問への受験者の反応
を分析して能力を数値化します。
単に正答数を数えるのではなく、
問題の難易度や受験者の解答パ
ターンを詳細に分析し、能力を推
定します。

500

0

https://www.nier.go.jp/25chousa/25chousa.htm


・小学校は、ほぼすべての面で全国平均を上回っています。特に、小学校では、知識及び技能の「情報の扱い方
に関する事項」について、中学校では、思考力、判断力、表現力等の「書くこと」について敦賀市の子どもたち
が力をつけていることが分かります。
・小中学校ともに、「思考力、判断力、表現力等」に関して、全国平均を下回る項目が見られました。

小
学
校

中
学
校

国語科

学習指導要領の内容別の結果（本市と全国）

【小学校国語】
○図表などを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること 【２二】 （次頁参照）
○学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うこと 【２四（ア）】
●目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けること 【３三（１）】 （次頁参照）

【中学校国語】
○文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方を捉えること 【３二】
○目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすること 【１二】 （次頁参照）
●読み手の立場に立って、語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整えること 【４二】 （次頁参照）

学習指導要領の内容 敦賀市 全国

知識及び
技能

言葉の特徴や
使い方に関する事項 47.9 50

情報の扱い方に
関する事項 － －

我が国の言語文化に
関する事項 － －

思考力、
判断力、
表現力等

話すこと・聞くこと 49.1 50

書くこと 51.3 50

読むこと 50.9 50

※全国の領域別平均正答率（％）を５０として敦賀市の値を算出

学習指導要領の内容 敦賀市 全国

知識及び
技能

言葉の特徴や
使い方に関する事項 52.0 50

情報の扱い方に
関する事項 52.3 50

我が国の言語文化に
関する事項 50.2 50

思考力、
判断力、
表現力等

話すこと・聞くこと 51.6 50

書くこと 51.5 50

読むこと 49.4 50

○良好であること ●課題であること （設問別）
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小学校 中学校

小学校 中学校
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○目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすること 【１二】

●読み手の立場に立って、語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、文章を整える
こと 【４二】

●目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報
を見付けること 【３三（１）】

山
田
さ
ん
が
手
ぬ
ぐ
い
の
模
様
に
つ
い
て
言
葉
と
図
で
説
明

し
た
理
由
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る

【
話
し
合
い
の
様
子
】の
田
中
さ
ん
の
発
言
の
空
欄
Ａ
に
当
て
は
ま
る

内
容
と
し
て
適
切
な
も
の
を
選
択
す
る

【正答例】

○図表などを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を
工夫すること 【２二】

正
答
率

82.3%

正
答
率

84.0%

正
答
率

27.3%

正
答
率

40.4%

【正答】 ４

二

三
上
さ
ん
は
、
さ
ら
に
推
敲
を
重
ね
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
な
ら
、
【
手
紙

の
下
書
き
の
一
部
】
の
、
ど
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
修
正
し
ま
す
か
。
三
上
さ
ん
の
修
正

の
仕
方
を
参
考
に
し
て
、
次
の
条
件
１
か
ら
条
件
３
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。

二

山
田
さ
ん
は
、

の
中
で
、手
ぬ
ぐ
い
の
も
よ
う
に
つ
い
て
言

葉
と
図
で
説
明
し
て
い
ま
す
。そ
の
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由
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、

次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ

う
。

【正答】 ３

【正答】 ３

二 中井さんは、【ちらし】に、【第一中学校
のウェブページ上のお知らせ】には示され
ていない「会場図」を加えました。どのよう
な目的で加えたと考えられますか。次の１
から４までのうち、最も適切なものを一つ選
びなさい。

１

小
学
校
６
年
生
に
向
け
た
ち
ら
し
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
。

２

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
情
報
と
比
較
し
や
す
く
す
る
た
め
。

３

会
場
と
な
る
体
育
館
ま
で
迷
わ
ず
に
来
て
も
ら
う
た
め
。

４

展
示
す
る
作
品
と
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
内
容
や
配
置
を
伝
え
る

た
め
。

小中学校ともに、記述式問題における平均正答率の割合が高まってきており、学校生活のあらゆる場面において、「書く」
ことを大切にしてきた成果が表れていると考えられます。

一方、課題である「思考力・判断力・表現力」をつけていくために、「根拠となる表現を押さえながら、文章の内容について
正しく読み取ること」、「文章の内容について自らの考えを整理し、筋道を立てて話すこと」、「自分の考えを整理し、目的に合っ
た文章を明確に書くこと」などに取り組む授業を継続していきます。

【解答のポイント】
★田中さんが考えてい
ることと資料１に書か
れていること（ー③）を
結びつけていると捉え
る

一
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の
様
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】
の
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ま
る
内
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最
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の
を
、
次
の
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か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
ま
し
ょ

う
。

「コミュニケーションの食
い違いを放置しておくわ
けにもいきません」

【条
件
１
】

修
正
し
た
方
が
よ
い
部
分
は
複
数
あ
り
ま
す
が
、
言
葉
の
使
い
方
や
叙
述
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
、
あ
な
た

が
特
に
修
正
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
る
部
分
を
一
つ
選
ぶ
こ
と
。
な
お
、
【手
紙
の
下
書
き
の
一
部
】
の
内
容

は
、
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

【条
件
２
】

修
正
す
る
際
は
、
削
除
し
た
り
書
き
直
し
た
り
し
た
い
部
分
を
線
で
消
し
、
書
き
直
す
場
合
は
、
消
し
た

言
葉
の
右
横
に
、
ど
の
よ
う
に
直
す
の
か
を
書
く
こ
と
。

【条
件
３
】

修
正
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
た
理
由
を
具
体
的
に
書
く
こ
と
。
な
お
、
読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き

は
、
線
で
消
し
た
り
行
間
に
書
き
加
え
た
り
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

【解答のポイント】
★文を適切に分け、必要に
応じて接続語等を補う



・小学校では、「図形」、「測定」、「データの活用」の領域において、全国平均を上回っています。特に、「図形」の領
域において、全国を大きく上回る結果となっています。
・中学校では、ほぼすべての領域において、全国平均を上回る結果となっています。「データの活用」において、全
国平均をわずかに下回りました。
・小中学校ともに、記述式問題における正答率が全国平均を上回っています。算数・数学の用語を使って、「表現す
る」ことを大切にしてきた成果が表れていると考えられます。

小
学
校

中
学
校

算数・数学科

【小学校算数】
○角の大きさについて理解していること 【２（３）】
○異分母の分数の加法の計算をすること 【３（４）】 （次頁参照）
●分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加法と被加法が、共通する単位分数の幾つ分かを数
や言葉を用いて記述すること 【３（２）】 （次頁参照）

【中学校数学】
○事柄が常に成り立つとは限らないことを説明する場面において、反例をあげることができること 【６（１）】
○事象に即して、グラフから必要な情報を読み取ること 【８（１）】 （次頁参照）
●式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的な表現を用いて説明すること 【６（２）】（次頁参照）

※全国の領域別平均正答率（％）を５０として敦賀市の値を算出

学習指導要領の領域 敦賀市 全国

数と計算 49.0 50

図形 53.9 50

測定 52.6 50

変化と関係 48.1 50

データの活用 51.0 50

学習指導要領の領域 敦賀市 全国

数と式 52.8 50

図形 52.5 50

関数 52.1 50

データの活用 49.5 50

学習指導要領の内容別の結果（本市と全国）

○良好であること ●課題であること （設問別）
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小学校 中学校

３ｎと３ｎ＋３の和を２（３ｎ＋１）＋１と表した式から、連続する二
つの３の倍数の和がどんな数であるかを説明する

●式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的な表現を用いて
説明すること 【６（２）】

小学校 中学校

○異分母の分数の加法の計算をすること 【３（４）】 ○事象に即して、グラフから必要な情報を読み取ること 【８（１）】

＋ を計算する

【正答】

小中学校ともに、図形分野の平均正答率の割合が少しずつ高まっていることから、図形を構成する要素とその関係に着
目し、図形の性質や構成の仕方、計量について考察する力は身についてきていると考えられます。
一方、数と計算（式）分野においては、「数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目すること」や「筋道を立てて考え、
証明すること」に課題が見られます。基準となる数を見いだし数量の関係を捉えることや、数学的な用語や表現について、
習得した知識を活用しながら理解を深める学習活動をさらに充実させていきます。

正答率 84.3 %

●分数の加法について、共通する単位分数を見いだし、加法と被加法が、
共通する単位分数の幾つ分かを数や言葉を用いて記述すること
【３（２）】

３／４＋２／３について、共通する単位分数と、３／４と２／３が、
共通する単位分数の幾つ分になるかを書く

【正答例】
３／４と２／３のもとにする数を同じ数にするとき、その数は１／１２
になります。３／４は１／１２の９個分、２／３は１／１２の８個分で
す。

Ａ駅からの走行距離と運賃の関係を表すグラフの何を読み取ればＣ駅とＤ駅の間
の走行距離が分かるかを選ぶ 正答率 73.1 %

【正答例】
連続する２つの３の倍数の和は、奇数である。

【解答のポイント】
★１／２と１／３の分母の最小公倍数で
ある６を用いて通分し、３／６＋２／６を
計算することが必要である。

【解答のポイント】

★太一さんの式の変形である「２（３ｎ＋１）＋１」は、「２×（整数）＋１」と
いう形になり、これは、「２の倍数に１を加えた数」であるため、「奇数」を
表す

正答率 22.9 %
正答率 24.4 %

【正答】イ

結菜さんの式の変形の３（２n +１）から、「連続する２つの３の倍数の
和は、３の倍数である」ことがわかります。
太一さんの式の変形の２（３n+１）+１ から、連続する２つの３の倍数

の和は、どんな数であるといえますか。「～は、……である。」という形で書
きなさい。

（２）連続する２つの３の倍数の和は、９の倍数になるとは限らないことに気づ
いた二人は、連続する２つの３の倍数の和がどんな数になるかを調べること
にしました。
そこで、二人は、n を整数として、連続する２つの３の倍数を３n、３n +３と
表してそれらの和を計算し、それぞれ次のように式を変形しました。

ア 点Ｄのx 座標と原点のx 座標の差

イ 点Ｄのx 座標と点Ｃのx 座標の差

ウ 点Ｄのy 座標と原点のy 座標の差

エ 点Ｄのy 座標と点Ｃのy 座標の差

（１）歩夢さんは、前ページのＡ駅からの走行距離と運賃のグラフを見て、Ｃ駅とＤ駅の間の走行
距離は、他の駅と駅の間に比べて長いと思いました。
Ｃ駅とＤ駅の間の走行距離は、Ａ駅からの走行距離と運賃のグラフの何を読み取ればわかり
ますか。下のアからエまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

3／4＋ 2／3につ
いても、もとにする
数を同じ数にして
考えることができま
す。もとにする数を
同じ数にするとき、
その数は何になりま
すか。その数を書き
ましょう。また、3／4
はその数の何個
分、2／3はその数
の何個分ですか。
数や言葉を使って
書きましょう。

1

３

1

2

５

６

【解答のポイント】

★共通する単位分数として１／１２を見いだし、３／４は９／１２であるこ
とから、１／１２の９個分、２／３は８／１２であることから１／１２の８個
分ということを捉える



・小学校では、どの領域も全国平均を上回っています。特に、「エネルギー」を柱とする領域において、全国を大きく
上回る結果となっています。
・中学校では、ほぼすべての領域において、全国平均を上回る結果となっていますが、「生命」を柱とする領域にお
いては、全国平均をわずかに下回りました。
・小中学校ともに「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」に関して、正答率が全国平均を上回りました。

小
学
校

中
学
校

理科

【小学校理科】
○電流がつくる磁力について、電磁石の強さは巻数によって変わることの知識が身に付いていること 【２（３）】

（次頁参照）
○赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、赤玉土の量と水の量を正しく設定した実験の方法
を発想し、表現することができること 【１（１）】

●身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付けられる物があることの知識が身に付いていること
【２（１）】 （次頁参照）

【中学校理科】
○科学的な探究を通してまとめられたものを他者が発表する学習場面において、探究から生じた新たな疑問や身
近な生活との関連などに着目した振り返りを表現できること 【１（６）】 （次頁参照）

○加熱を伴う実験における実験器具の操作等に関する技能が身に付いていること 【５（１）】
●小腸の柔毛、肺の肺胞、根毛に共通する構造について学習する場面において、共通性と多様性の見方を働か
せながら比較し、多面的、総合的に分析して解釈すること 【７（１）】 （次頁参照）

※全国の領域別平均正答率（％）を５０として敦賀市の値を算出

学習指導要領の領域 敦賀市 全国

エネルギー 56.0 50

粒子 53.0 50

生命 53.3 50

地球 51.6 50

学習指導要領の領域 敦賀市 全国

エネルギー 53.4 50

粒子 51.3 50

生命 47.3 50

地球 54.5 50

○良好であること ●課題であること （設問別）

学習指導要領の内容別の結果（本市と全国）
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小学校 中学校

小腸の柔毛、肺の肺胞、根毛に共通する構造と同じ構造をもつものとして適切な事
象を判断し、選択する

●小腸の柔毛、肺の肺胞、根毛に共通する構造について学習する場面において、共通性と多様性
の見方を働かせながら比較し、多面的、総合的に分析して解釈すること 【７（１）】

小学校 中学校

○電流がつくる磁力について、電磁石の強さは巻数によって
変わることの知識が身に付いていること 【２（３）】

○科学的な探究を通してまとめられたものを他者が発表する学習場面において、探究から
生じた新たな疑問や身近な生活との関連などに着目した振り返りを表現できること【１（６）】

ベルをたたく装置の電磁石について、電流がつく
る磁力を強めるため、コイルの巻数の変え方を書
く

小中学校ともに、エネルギー分野の平均正答率の割合が高かったことから、物理現象の原理や数量的な関係に関する基
礎的な知識が身についていると考えられます。
一方、中学校の生命分野においては、事象の共通点や仕組みに注目し、構造や機能の関係を多面的に捉える力に課題
が見られます。今後は、共通性と多様性の見方を働かせながら比較し、多面的・総合的に分析して解釈する授業に取り組
んでいきます。

正答率 84.6 %

●身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に
引き付けられる物があることの知識が身に付いて
いること 【２（１）】

アルミニウム、鉄、銅について、電気を通す
か、磁石に引き付けられるか、それぞれの性
質に当てはまるものを選ぶ

水道水と精製水に関する２人の発表を見て、探究の過程におけるあなたの振
り返りを記述する

【解答のポイント】
★表面積を大きくするという共通点がある
・スチールウールは、火をつけるためにほぐし、空気と触れる
表面積を大きくする

正答率 87.7 %

【正答】
スチールウールを
ほぐして火をつける

正答率 14.3 %

正答率 27.5 %

アルミニウム、鉄、銅のいずれかに、３また
は４と解答した人：約８ ０％

金属の共通する性質として、「電気を通す」と
いう知識が身に付いていない

(1)アルミニウム、鉄、銅の性質について、下の１から
４ までの中からそれぞれ1 つ選んで、その番号を書き
ましょう。同じ番号を選んでもかまいません。

【正答】
アルミニウム：２、鉄：１、銅：２

いおりさんとてつやさんは、かね（ベル）について話しています。

（3）上のふきだしの（ ア ）にあてはまることばを書きましょう。

【正答例】 多くする、増やす

（６）上の発表を見て、水道水や精製水に対し、Ｂさん、Ｃさん、Ｄさんを参考にして、あなたの
振り返りを書きなさい。

【正答例】
精製水は、水道水を蒸留したりろ過したりしてつくられることが分かり、ミネラルウォーター
はどのようにしてつくられているのかについてさらに疑問を感じたので、調べてみたいと思
いました。



質問紙調査の結果
※１ 各グラフの値は、肯定的な回答の割合を表しています

協働的な学び

授業においての主体的な学び

ウェルビーイング※２

「友達関係に満足しているか」という質問に対して肯定的な回答をしている割合は、小中学校ともに90％以上と全国平
均より高い数値となりました。これは、敦賀市の子どもたちが人権意識や他者に対する思いやりが育ってきており、教育
活動全体を通じて豊かな人間性を育んできた成果が表れていると思われます。
また、敦賀市が目指す「子どもが主役」の授業づくりのもと、 子どもたちはICTを効果的に活用しながら友達と協働的な
学びを進める中で、主体的に自分の考えを深めている様子がうかがえます。さらに、こうした学びを通して友達との良好
な関係が築けていることから、「普段の生活の中で幸せになる」という気持ちにつながっていると考えられます。
変化の激しい社会を生きていく上で、子どもたちが多様な他者と関わりながら幸福を実感できる人生を歩んでいけるよ
う、今後も家庭や地域の方々と連携を図りながら見守り、支えていきます。

※２ ウェルビーイングとは、身体的、精神的、社会的に良好な状態
にあることを意味し、直訳すると「幸福」、「健康」という意味が
あります

〈いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか〉
〈普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはありますか〉

〈前の学年までに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機器
を、
週に3回以上使用しましたか〉

思いやり

〈学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた
り、新たな考えに気づいたりすることができていますか〉

徳

95.9

97.2

98.3

98.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校

小学校

人権意識

91.6

93.0

91.6

94.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校

小学校

96.6

96.4

97.1

97.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校

小学校

〈人の役に立つ人間になりたいと思いますか>
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〈前の学年までに受けた授業では、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から取り組んでいましたか〉
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ICTの活用

学習習慣

〈学校の授業時間以外に、普段（月～金）１時間以上勉強している〉
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「授業時間以外に1時間以上学習している」と回答した割合
は、小学校４５．９％（全国比－８．１％）、中学校５５．３％（全
国比－６．３％ ）、 「授業時間以外に３０分以上読書している」

と回答した割合は、小学校２９．５％（全国比－１．６％）、中学
校１７．８％（全国比－３．６％ ）とかなり低いことが分かりまし
た。

今後は、家庭での学習習慣が身につくよう、敦賀市で作成し
た「家庭学習ガイド」を参考に指導したり、タブレット端末を活
用した課題を出したりするなど、児童生徒が主体的に学習に
取り組めるような工夫をしていきます。



質問紙調査の結果

生活習慣はすべての土台であり、心身の健康を支えるものです。敦賀の子どもたちの基本的生活習慣は、ご家
庭の支えにより、以前から高い水準をほぼ保っています。健やかな身体を育成するために、学校では「生活のリズ
ムを整える」ことの重要性を引き続き指導していきますので、ご家庭でもご協力をお願いいたします。
一方で、「地域の方と授業や放課後などで勉強やスポーツ、体験活動に関わってもらったり、一緒に遊んでも

らったりすることがある」と回答した割合は、小学校３９．３％、中学校２９．４％と低いことが分かりました。また、「地
域や社会をよくするために何かしたい」という質問では、肯定的な回答が小学校８３．３％ （前年度比－０．５％） 、
中学校７７．７％（同比－６．１％）となりました。昨年度と比較すると肯定的な回答の割合が減少していることから、
地域との関わりの少なさが意識の低下に影響している可能性も考えられます。

今後、学校・家庭・地域の連携を強化し、ボランティア活動や部活動の地域展開などの取組を進めていくために、
引き続きご協力をお願いいたします。

生活習慣【小学校】

生活習慣【中学校】

体

〈毎日朝食を食べている〉

〈毎日朝食を食べている〉

〈毎日同じくらいの時刻に寝ている〉

〈毎日同じくらいの時刻に寝ている〉〈毎日同じくらいの時刻に起きている〉

〈毎日同じくらいの時刻に起きている〉

※「令和７年度全国学力・学習状況調査の調査問題」（国立教育政策研究所）
（https://www.nier.go.jp/25chousa/25chousa.htm）を加工して作成
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〈これまでの生活の中で、自然の中で遊ぶことや自然観察をすること
があったか〉

【自然体験】
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【地域の方とのふれあい】
<地域の大人に、授業や放課後などで勉強やスポーツ、体験活動に関わっても
らったり、一緒に遊んでもらったりすることがあるか＞（習い事は除く）
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